






















国の;ft跡数1;:9 Ji 8千倒所tζのほ勺た.その後補灯作業がお乙はわれ司そのt¥然として 約13
万8千倒Ifrという飲字が公ぶされている.




度から士 I~的 fi， jlj 説先を企図した.乙の分布謝伎は製在~g盤中のと ζ ろもあるが、その結集は
ほぼまとまりつつある.今由のセンターの調査によると.製復約四万5千個所が遺跡として杷
録されており ζの数字は前倒の全国遺跡分布誠妥結果の前2倍1ζ憎加したζ とにはる.




















施中のものは 6道県〈北海道 山形・鳥取 ・広島・福岡 仲縄).針40毎週府県で計画的は
全県遺憾分布鋼査がお ζはわれているζと!CI.iる.盛る7県(依図 ・千.'長野・滋賀 ・8鹿島 ・




I 2府県(福島."馬 ・静岡・愛知・滋賀を除〈全近畿府県・福岡・大分). 4 6年度以降κ
開始したものが 28街道県である.
計画年徹 ζの分布調査を単年度で実縫したものは 15徳府県. 2年計画8県、 3年計画




様 ・茨繊 山匁 兵庫 ・緬岡} ほかに分衛調査会を組織し.それに聾挺したもの(東京〉
学級経験者ICl寄託したもの〈伸奈11)がある.
.査費用 調査κ必要は経費としては 2 4県では困雌構助を畳げた/lIil1府県貨を主也し
てお り、9鳳 〈宮域茨披 ・"馬 伸奈川 ・岐阜愛知 ・奈良 ・鳥取山口〉は県単独の事業
畏iζよ勺ている.年度比よって由庫補助を畳貯たり、府県麟独"'.慣によ勺たり、両方式を併













跡 〈官繊 ・福島・欝馬・石川l・鳥取 ・山ロ ・高知).館跡 (宮Iit・福島・鳥取 ・山口).寺院
跡 (福島 ・山口).たたら跡 〈岡山)、古Jl(高知)、条且跡 (山口}のようは特定の種類の
遺跡を特 iζ閉ま対象に含めた ζとをあげたものがある し、民聞から遺跡新鍵見の通報の増加を
..，げた県 {沖縄}もある.はお.分布調査対象遺跡についてはW項を怠照されたい.
E その他自分布調査







ると.金管下の 50負師以上の地厳におよぶとするものは3県(1'1ti・香川 ・福岡)50-25 
%とするもの I0県〈徳島 田氏峻・ 脇本 ・新記 ・長野 ・磁賀 ・向栂 ・岡山 長崎 ・宮崎)銭る
3 4 /l!;jj府県は 25%以下としている . ζの34都遁府県では 事均すればほぽ 10%内外に
" 0 ている.
鯛査費用 ζ うい勺た分1;制査に要する1愛用は.通常文化財保線関係iζよる続慣によって









安}までとしたむの4府県〈京ll1・d長良 ・鳥取 ・長崎) 中償(室町〉までとするもの 5県
〈埼玉 三重 ・初歌山 ぬ般 ・宮崎} 江戸時代を除外し.それ以前とするもの2県{高知 ・
3 
福岡)、近世(iI戸〉までで明治以後を除外したもの J0忽県{岩手 ・山形 ・千葉 ・東京 ・神
奈川 ・石川 ・岐阜 ・紗岡 岡山 ・佐賀)と江る.乙のうちには、慶長以前(高知)、16 2 4 
年寛永元年以前(緬岡)司明治4年当該県創成立以前(敏与)といった厳密'"時代続噂を設け
たものbある Q tI.お、ζ の2J銚府県のうちには.線噂とした時代以後のものでも.近世の著
名は一郎の遺跡(京都).城跡や中世墳墓(鳥取).近世窯跡(宮崎)はど特定の種類のbの
に殴って取りあげる ζとにしている府県もある。





は.近世境基(予業 ・東京 ・神奈川 ・岡山 ・長崎)であり 近世屋敷〈東京)近世の集搭 ・高
札場 宿場と木戸跡〈敏阜) 石造物(神奈川L 江戸以後の石答碑(新潟) 古戦場 ・港学 ・郷学























るもの 4都県(東京 和歌山品仮香川，)となっている.ほかU::.1基 1番号と1l!Il番号
の両方式併用(石川l・高知)と 1~ 1調書号と枝番号の両方式併用(京害事 ・岡山〉がある.
同一地点。ζ時代や積矧の異なる遭跡が重複するょっ'"場合では、原則として.同 番号とし
たもの 19県. ~JIJ 3t号を与えたもの 16都府県.分布範聞か奨'"る場合のみ別番号を与えたも
の7道府県(北海道 ・宮減 ・傾向 ・富山 ・大阪 ・奈良 ・福岡)、極煩の途う遺跡が重複してい
る場合別番号としたもの4県(岩手 崎玉 ・長野滋賀)とはっている.
.'1遭跡のとりあっかい かつて存在する ζ とが舷認されていた遺跡で司その後磁趨され
たり ‘隠滅したものを分布調査に際してどのようにとりあっかうかもひとつの問題である.
ζの舗の似峻i宜跡を調査対象から除外するとしたのは 2娘(岩手・ 子集〉と少はい.乙れと対
照的にその他の遺跡とまうたく周じようにあっか勺たものが 18m<府県(背議 ・崎玉 ・東京 ・



















が4県(鶴木 ・富山 ・福井 広島)となっている.
台舗の追加町正 新鈍見その他によって増加する;a銚について、絶えず続続的に追加町正
しているのは 1• /lI道府県.分布調査を実施するたびに追加riEしているもの 21県、年度末




(福島・置城 ・島綴・高知.~II縄) . 2 1都府県(岩手 ・栃木 .1lI馬 ・崎玉 ・東京 ・神話長/11・
2荷肉 ・富山・石川 ・愛知・三置 ・京都 ・大阪 ・兵庫・奈良・和歌山 鳥取 山ー口 ・徳島 置峰
鹿児島〉は地名衰をつけた遺跡地図を発行している.岡山 緬岡 大分は分冊または行政区画
Cとにまとめたものを現在発行中である.針2.都府県で遺跡地闘がある乙とκはる.
a・・'*図の繍尺 発行された遺跡地固には. 2 0万分 1(愛媛)、 15万分 1(徳島〉と
い勺た縮尺の地聞を使閉 し.むしろ地名表主体ともいえるものを除〈と、それぞれ占基本に使用
しているのは、 7万分 1(樹木〉 、s万分 1(岩手 .IlI事・伺奈JiI・続問 ・函山 ・三亜 ・山口
大分 ・鹿児島}、5万分 1と2万5平分 lの併締 (愛知 ・京偲 ・岡山〉 、2万5平分 1(埼
玉 ・東京・石川・和歌山). 1万分 1~t はそれ以上の縮尺の地出(大阪 ・ 兵庫 ・ 奈良 ・ 鳥取・
福岡}である.はお 旧全国;a跡地図は7万5千分 1.i!Hr全国遺跡地図は7万分1である.
遺跡他国発行錦費量 平均発行郎数は865部.銭高は 2.000$(神奈川〉 、づいで 1.800鰯








l孟 分 一 般僻修 専門伊修 専門僻修 専門倒修 専門偶修 特別研修
館 自 一般灘程 遺跡剖鑑諜担 ;s物集鯉銀銭 遺跡鏑査課程 分布調査線程 特録弱ま主銭術'"位
実範月 7月下旬-8月 4月下旬-5月 10月下旬-11月 1月下旬-2月 2月末-3月上旬 第 l由6月中旬
m 間 約 4 o 日 約 4 。日 約 4 。日 的 4。臼 約 1 週間 数 悶










遺跡の発錨調査 遺跡的聞置に関 iI物の醐釜・隻 集結遺跡をはじ 遺跡の分布調査 新しい調査方法
』ζ関する一般的 して必要は専門 理費・保存1<:l1liし めとする遺跡の 鐸査に聞して必 の知舗とIi¥術に
内 1>' '.基礎的知援と
的知織と妓衡の て必要は専門的 発銅掴遣に聞し 要は専門的知2・関する短期間の
後術の研修 研修 知書訟と後術の研 て必要は専門的 と銭術の中期間 研修
修 知11と銭術の研 の儒修
• 宿泊'値段 .， り あ り あ り あ り あ り '. し
